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１．事業概要
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（１）事業の目的

新潟県
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【広域図】
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野田ＩＣ

図1-2 上越魚沼地域振興快速道路 計画図

図1-1 広域図

写真1-1 国道253号 八箇峠道路
（H29年11月開通区間）
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当事業は、地域高規格道路「上越魚沼地域振興快速道路」の一部を構成し、

○通行規制区間や交通の難所である「八箇峠」の交通障害の解消
○魚沼地方生活圏の地域の活性化の支援・一体的な圏域形成
○地域振興の支援 など

を目的とし、国道253号の新潟県十日町市八箇～南魚沼市余川間 延長9.7kmにおいて直轄権限代行により改
築事業を行うものである。

とお か まち は っか みなみうおぬま よ かわ

はっかとうげ
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１．事業概要
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（２）計画の概要

【横断図】【路 線 図】

八箇峠道路 L=9.7km（直轄権限代行）
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図1-3 八箇峠道路 路線図
図1-4 各部における標準横断図

● 事 業 名：国道253号 八箇峠道路 ● 事 業 化：平成12年度

● 起 終 点：(起)新潟県十日町市八箇 ● 工事着手：平成12年度

(終)新潟県南魚沼市余川 ● 用地着手：平成13年度
● 延長：9.7km ● 全体事業費：503億円
● 規格：(1種3級、2車線、設計速度80km/h）
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：平成27年全国道路・街路交通情勢調査(単位:百台/日)



２．現在に至る経緯
（１）事業の経緯

年 度 主な経緯

平成９年度 八箇峠道路の整備区間指定

平成12年度 事業化・工事着手

平成13年度 用地着手

平成17年度
計画見直し（４車線から２車線へ変更、トンネ
ル延長の縮小など）

平成29年度 十日町市八箇～南魚沼市野田間（延長6.6km）
完成2車線供用

平成31年度 十日町道路の事業化

平成21、22年度

25、27年度
事業再評価（指摘事項なし、継続）

令和元年度末（予定）、金額は税込み

（２）事業の進捗状況(事業費見直し前)

○道路設計、用地取得、改良工事等を推進。

（３）今後の事業展開

○南魚沼市野田～同市余川間（延長1.9km）の早期供
用を目指して整備を進める。

はっかとおかまち みなみうおぬま の だ

はっかとうげ

みなみうおぬま の だ よかわ

図2-1 八箇峠道路 路線図 写真2-1 八箇峠道路残事業区間－3－
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全体 執行済額 残事業費

事業費 約503億円 約475億円 約28億円

うち用地費・補償費 約36億円 約32億円 約4億円



３．事業内容の変更

－4－

（２）事業費の見直し

①関越自動車道横断部の工法･条件変更【＋約２０億円】

・関越自動車道との交差部は横断ボックス構造で計画しており、詳細設計のため詳細測量及び追加の地質調査を実施したところ、
推進工法と施工条件の見直しが必要となった。

鋼管打設

鋼管打設後函体推進

箱型ルーフ打設

箱型打設後函体推進

【当初】パイプルーフ工法
・本体工に先立ち、本体予定位置の外周部に鋼管を打設し、

安定確保後、内側に本体工を施工[推進工法の見直し]（＋約１０億円）
・詳細測量の結果、関越自動車道の路面高が当初想定より約50cm低いことが判明し、路面との離

隔を確保するため、推進工法をパイプルーフ工法から箱型ルーフ工法に変更する。

[施工条件の見直し]（＋約１０億円）
・当初、関越自動車道の盛土性状は一般的な砂粒土と見込んでいたが、地質調査の結果、礫粒土

であることが判明した。土質区分の変更により、掘削効率が大きく低下することから、労務
費及び設備損料等の費用が増加する。

【変更】箱型ルーフ工法
・関越道自動車道の路面との離隔がとれないことから、

外周打設の不要な箱型ルーフ構造へ変更

50cm

関越道路面高(当初）
関越道路面高(実際）
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堰堤工整備箇所

（１）事業延長の見直し

・平成17年の計画見直しの際に、八箇ICから十日町市側の事業区
間1.2kmについては、十日町市側と一体に検討するものとしてい
た。

・当該区間を含め十日町市側を十日町道路として今年度新規事業
化しており、事業区間が重複することから八箇峠道路の事業区
間縮小を行う。

図3-1 事業延長の見直し区間

必要離隔：80cm110cm（当初） 60cm（実際）
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

   
   
   
   

   

   

 
  

    
      

     

     

   

 

 

    
 



３．事業内容の変更

－5－

令和元年度末（予定）見直し後の事業費【コスト増額:約４０億円】

③盛土材の土質改良の追加【＋約１２億円】

・野田ＩＣから関越自動車道との交差部までの盛土は、八箇峠トンネルの
掘削による転用土を使用する計画としていたが、盛土転用にあたり採掘
土を試験した結果、当初想定よりも脆弱な土砂であることが判明した。

・未改良では盛土材として使用不可であり、セメント混合による土質改良
が必要となった。

図3-5 八箇峠トンネル掘削土の盛土転用

②堰堤工整備箇所の法面崩落復旧及び構造変更
【＋約８億円】

・道路本線への土石流対策として堰堤工、流路工
を計画しているが、Ｈ２９年度の堰堤本体工施
工時に法面崩落が発生した。

・堰堤整備箇所の法面復旧として、水抜きボーリ
ング工、アンカー工等が必要となった。

・また、崩落を踏まえ実施した追加地質調査の結
果、堰堤工基盤面が軟弱であることが判明し、
堰堤工の構造見直しが必要となった。

見直し前 見直し後 執行済額 進捗率 残事業費

全体事業費 約503億円 約543億円 約475億円 87％ 約68億円

うち用地費・補償費 約36億円 約36億円 約32億円 89％ 約4億円

図3-4 堰堤工整備箇所の法面崩落

崩落

至

南
魚
沼
市
街
地

至

十
日
町
市
街
地

堰堤工整備箇所



○八箇峠道路は「新潟県地域防災計画」の第1次緊急輸送道路に位置付けられている。
○旧国道253号は雨量による事前通行規制区間が存在し、これまでも降雨や災害により通行規制が発生していた

が、八箇峠道路の部分開通により、通行規制区間を一部回避した通行が可能となった。
○八箇峠道路の全線整備により、関越自動車道との接続を強化することで、緊急輸送道路としての信頼性向上
が期待される。

４．事業の投資効果
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（１）防災面を含む多様な効果
①緊急輸送道路ネットワークの強化

図4-1 緊急輸送道路と異常気象時通行規制区間
（十日町市～南魚沼市間）

：第1次緊急輸送道路
：第2次緊急輸送道路
：第3次緊急輸送道路
：通行規制区間

253

17

353

八箇峠道路
第1次緊急輸送道路に指定

117

252

291

E17

E17

出典：新潟県緊急輸送道路
ネットワーク図（H31.3時点）

残事業
区間

国道353号
延 長 ：2.0km
規制基準：連続雨量80mm

時間雨量40mm
国道353号
延 長 ：3.0km
規制基準：連続雨量80mm

時間雨量40mm

国道353号
延 長 ：0.3km
規制基準：連続雨量80mm

時間雨量40mm

旧国道253号
延 長 ：3.5km
規制基準：連続雨量80mm

時間雨量40mm
旧国道253号
延 長 ：4.1km
規制基準：連続雨量80mm

時間雨量40mm

十日町市

南魚沼市

①十日町市八箇地先(H23.7) ②南魚沼市小栗山地先(H23.7)

写真4-1 H23新潟・福島豪雨被災状況

写真①

写真②

日 時刻 規制区間 規制内容 規制理由 備考

7/28 8:20 南魚沼市余川 全面通行止 雨量規制

7/28 9:30 十日町市池ノ平～八箇 全面通行止 土砂崩れ 雨量規制区間内

8/6 18:00 十日町市池ノ平～八箇 片側交互通行 土砂崩れ 全面通行止め解除

12/12 10:30 十日町市池ノ平～八箇 解除 土砂崩れ 規制時間 3,288.5時間

表4-1 H23新潟・福島豪雨規制状況

平成23年の新潟福島豪雨の際には約3,300時間もの通行規制が発生



４．事業の投資効果
②災害時も日常生活を支える道路

－7－
図4-2 重要物流道路及び代替・補完路

重要物流道路
平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保するため、国土交通大臣が
物流上重要な道路輸送網を「重要物流道路」として計画路線を含めて指定
し、機能強化や重点支援を実施。
代替・補完路
重要物流道路の脆弱区間の代替路や災害時拠点（備蓄基地・総合病院等）
への補完路として、代替・補完路（約15,000ｋｍ）を指定。

出典：重要物流道路位置図 北陸（H31.4時点）

八箇峠道路
代替・補完路に指定

図4-3 十日町市と南魚沼市間の防災拠点間ネットワークの連携

南魚沼市

十日町市

○八箇峠道路は重要物流道路の代替・補完路に指定されており、災害時の安定的な輸送が求められる。
○魚沼地域の道路ネットワークは、南北軸を関越自動車道・国道17号が、東西軸を八箇峠道路が担っている。
○八箇峠道路の全線整備により、関越自動車道・国道17号との接続を強化し、安定的な輸送路を確保すること
で、災害時においても日常生活を支える道路としての役割が期待される。

十日町市役所

南魚沼市役所

新潟県立十日町病院

道の駅
クロス10十日町

魚沼市役所

津南町役場

栄村役場

魚沼基幹病院

道の駅
ちぢみの里おぢや

道の駅
瀬替えの郷せんだ

←十日町総合公園
（出典：十日町市HP）

魚沼市二日町
グラウンド→

（出典：南魚沼市HP）
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４．事業の投資効果
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③冬期におけるスムーズな交通の確保

図4-4 冬期の平均旅行速度（降雪日）

旅
行
速
度
（k

m
/
h)

出 典 ：八箇峠道路、未整備区間(ETC2.0、H30.12～R31.2)
整備なしルート(ETC2.0、H28.12～H29.2)

集計対象：降雪日（日降雪量1cm以上観測された日を対象）
算定条件：平日、昼12時間

残事業
区間

未整備区間

旅行速度低下

旅行速度改善

E17

【十日町市の企業の声】

○六日町からの通勤時、冬も通りやすくなり、悪

天候時でも通勤時間が読めるのはありがたい。

○六日町への帰宅時、冬期積雪によるスタック車

両の有無などを確認してから帰る場合があった

が、開通後はその心配がなくなり、安心して楽

に通れるようになった実感がある。

ヒアリング実施日：H30.9

（km/h）

至 十日町市

南魚沼市

八箇峠道路
未整備区間整備なしルート

八箇峠道路
整備なしルート

距離（km）

1.3km
1.5km

2.6km
3.0km

3.9km
4.5km

5.2km
6.0km

0km
0km

0km6.6km
7.9km

1.9km

写真

写真4-2 旧国道253号の冬期道路状況

十日町市八箇地先（積雪時）

○八箇峠道路の部分開通により、冬期の降雪日においても安定した旅行速度が確保されるようになり、冬期積
雪時も安心して通行出来るようになったとの意見も挙げられている。

○八箇峠道路の全線整備により、さらに冬期の安定した交通環境の確保が期待される。

冬期間は車道幅員が狭ま
り、特に線形不良区間で

走行速度が低下



整備なし
約53%

整備あり
約46%

整備あり :28.8分 整備なし:31.0分

7ポイント低下

○八箇峠道路の部分開通により、十日町方面からの八箇峠道路を利用した魚沼基幹病院への救急搬送が増加
しており、走行環境の改善に関する意見も挙げられている。

○八箇峠道路の全線整備により、十日町方面から魚沼基幹病院までの所要時間が約2分（約7％）短縮し、迅速
な救急活動による救命率の向上が期待される。

【十日町地域消防本部の声】

○救急搬送ルートは、より早く、

より安全にリスクの少ない通

行ができるかを総合的に判断

して決めています。

○八箇峠道路開通後は走行環

境が良くなり、八箇峠道路で

の救急搬送が増えています。

４．事業の投資効果

－9－

④第三次救急医療を担う魚沼基幹病院へのアクセス向上

【魚沼基幹病院】

平成27年6月開院。魚沼

地域に不足する三次救
急や高度医療など拠点
的な医療を担う。

図4-5 魚沼基幹病院と救急搬送ルート

ヒアリング実施日：H30.9.27

野田IC

南魚沼市

十日町市

余川IC(仮称)
八箇IC

十日町市街地

：整備ありルート
：現況ルート
：整備なしルート

図4-7 十日町市～魚沼基幹病院間
の所要時間

六日町IC
残事業
区間

図4-6 魚沼基幹病院への
救急搬送の件数

0

50

100

150

200
155

出典：十日町地域消防本部
対象データ：十日町地域消防本部管内からの

搬送件数を集計

旧国道253号
八箇峠道路

143

57

86

148
その他ルート その他ルート

増加

E17

（件）

開通前 部分開通後

7

図4-8 カーラーの曲線

28.8

30.7

31.0

0 10 20 30 40

整備ありルート

現況ルート

整備なしルート

旅行時間

（分）

旅行時間：規制速度により算定

出典：M.Cara:1981.
「カーラーの曲線」

約2分
（7％）
短縮

多量出血による死亡率は

53%→46%へ低下し、
救命率向上



４．事業の投資効果
（２）便益に係る整備効果
①走行時間の短縮

○八箇峠道路の全線整備により、十日町市街地と南魚沼市街地間の所要時間が約2分（約10％）短縮することが
見込まれる。

図4-9 十日町市街地から南魚沼市街地間の所要時間算定ルート

－10－

十日町
市街地

南魚沼市

十日町市

17

353

291

252

117 

：整備なしルート
：現況ルート
：整備ありルート

253

252

E17

残事業
区間

南魚沼市街地

写真4-3 国道253号 八箇峠道路

写真

至 南魚沼 市街地

至 十日町 市街地

22.5

24.6

24.9

0 5 10 15 20 25 30

整備ありルート

現況ルート

整備なしルート

旅行時間

（分）

図4-10 十日町市街地から南魚沼市街地間の所要時間

約2分
（10％）
短縮

出 典 ：整備なしルート (プローブデータ、H28.4～H29.3)
現況ルート（プローブデータ、H30.4～R1.3 ）
整備ありルート (八箇IC～野田IC間：プローブデータ（H30.4～R1.3）、

野田IC～余川IC（仮称）間：H42将来交通量推計値)
算定条件：平日、昼12時間平均



0.2

0.3

3.5

1.3

2.9

0 1 2 3 4

0

2,000

4,000

6,000

8,000

○八箇峠道路の整備により、旧国道253号における急カーブ等の線形不良区間が改善する。
○全線整備で、年間約2件の死傷事故件数の削減が期待される。
○八箇峠道路の部分開通後、未整備区間では大型車の交通量が約2倍に増加しており、道路利用者も自転車･歩
行者との接触や冬期間の幅員減少など、交通安全性に関して問題を感じている。

E17

17

残事業
区間

253

旧国道253号

４．事業の投資効果

－11－

②交通事故件数の減少

図4-11 死傷事故件数算定ルート

図4-14 死傷事故件数

（件/年）

出典：整備なし（ITARDA、H25～H28年平均）
現況、整備あり（H42推計値）

整備なしルート
（旧国道253号）

現況ルート
（旧国道253号含む）

整備ありルート
（旧国道253号含む）

整備なしルート

現況ルート

整備ありルート

約2件/年
(57％）
削減

八箇IC

余川IC(仮称)
：整備なしルート
：現況ルート
：整備ありルート

死傷事故件数集計区間

急カーブ
区間

急カーブ
区間

野田IC

図4-13 未整備区間に関する道路利用者の意見

未整備区間の
安全性について

安全性に問題を感じる事象

出典：道路利用者アンケート(R1.6)

N=206

右左折する対向車と衝突する危険

右左折する前の車に追突する危険

脇道から出てくる車と衝突する危険

沿道に民家が多く、自転車や歩行
者と接触する危険

冬期間に積雪の影響で道幅が狭く
なり、対向車と接触する危険

冬期間に車道付近を通行している
自転車や歩行者と接触する危険

特に問題を感じない

26.7％

23.2%

18.5%

27.8%

43.7%

55.0%

28.5%

0% 20% 40% 60% 80%

問題を感じている

73.3％

道路利用者の7割以上が
未整備区間の安全性に

問題を感じている

特に自転車･歩行者や
冬期間の安全性につ
いて問題を感じている

図4-12 未整備区間の交通量 写真4-4 未整備区間を通過する大型車

217

3,083

3,300

5,467

426

5,041

（台/12h）

交
通
量
（
台)

未整備
区間

出典：整備前（H29.10交通量調査）
部分整備後（H30.11交通量調査）

開通前 部分開通後

大型車 小型車

急カーブ
区間解消

小型車：1,958台(63％)増加
大型車：209台(96％)増加

⇒大型車交通量は約2倍に増加

交通量
観測地点

至 余川IC（仮称）

至 野田IC

六日町
IC

写真



５．再評価の重点化・効率化判定票（道路・街路事業）
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項目

判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない 平成31年度の十日町道路事業化に伴い、事業区間を変更 □

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加無し 10%以内増加

事業費の増加 事業費の増加は8％（約503億円→約543億円） □ ■

事業期間の増加 事業期間の延長は12％（25年間→28年間）※開通見通しは未公表 □ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない 費用便益分析マニュアル改訂（H30.2） □

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内） 需要量等の減少は無い ■

周辺ネットワークで新規事業化がない 周辺ネットワークで新規事業化がある（地域高規格道路 十日町道路） □

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい

・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値を上回っ
ている

平成28年度から平成30年度までの事業費の平均は26.2億円であり、
事業規模に対して費用対効果分析に要する費用が小さい
（3ヶ年の平均事業費に対する平均的な分析費用の割合：0.2％）

□

前回評価で資料の作成を省略していない ■

前回評価で費用対効果分析を省略していない ■

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） なし －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： とする。

年度： 令和元年度 事業名： 国道253号 八箇峠道路

担当課： 道路計画課 担当課長名： 神田 真太郎

便益算出

とおかまち

とおかまち



６．費用と効果

－13－

基準年における現在価値 事業費 維持管理費

事業全体 693億円 679億円 15億円

残事業 56億円 53億円 2.6億円

【費用】

＜防災面を含む多様な効果＞

八箇峠道路の役割 具体的内容

①緊急輸送道路ネットワークの強化
・降雨による災害や事前通行規制区間を回避し、災害に強い道路ネットワークを形成
・関越自動車道六日町ICとの接続性が強化され、更なる信頼性の高い緊急輸送道路を確保

②災害時も日常生活を支える道路
・南北軸を担う関越自動車道・国道17号との接続が強化され、安定的な輸送路の確保による災害時の
日常生活を支える道路として機能

③冬期間におけるスムーズな交通
の確保

・冬期の降雪日も安定した交通環境と旅行速度を確保
・八箇峠道路の全線整備により、更なる冬期の安定した交通環境を確保

④第三次医療を担う魚沼基幹病院
へのアクセス向上

・十日町方面からの八箇峠道路を利用した魚沼基幹病院への救急搬送が増加
・十日町方面から魚沼基幹病院までの所要時間が短縮し迅速な救命救急活動や救急救命率の上昇に寄与

【３便益】

基準年における現在価値
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

事業全体 312億円 248億円 51億円 14億円

残事業 64億円 51億円 10億円 3.3億円

※費用、便益とその内訳は、各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内容と一致しないことがある。
※費用及び便益額は、10以上：整数止め、1.0より大きく10未満：小数点1桁止め、1.0以下：小数点2桁止めとする。

＜費用と便益＞

はっかとうげ



７．事業の必要性、進捗の見込み等
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【事業を巡る社会経済情勢等の変化】

○ 平成29年度の部分供用後、未整備区間では交通量が増加し、自転車・歩行者と車両が接触する危険性や
冬期間の幅員減少など、交通安全性に関して問題が挙げられている。

○ 平成31年度の十日町道路事業化に伴い、事業区間を変更。

【事業の投資効果】

○ 本事業の整備により、「緊急輸送道路ネットワークの強化」「災害時も日常生活を支える道路」「冬期
におけるスムーズな交通の確保」「第三次医療を担う魚沼基幹病院へのアクセス向上」「走行時間の短
縮」「交通事故件数の減少」などの効果が発揮される。

【事業の進捗状況】

○ 事業の進捗状況：用地進捗率89％、事業進捗率87％（令和元年度末予定）
○ 残事業の内容：道路設計、用地取得、改良工事等

事業の必要性等に関する視点

○ 道路設計、用地取得、改良工事等を推進し、南魚沼市野田～同市余川間（延長1.9km）の早期供用を
目指して整備を進める。

事業の進捗の見込みの視点

○ 建設発生土の有効活用や新技術の活用等により、コスト縮減を図る。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

と お か ま ち

みなみうおぬま の だ よ か わ



７．事業の必要性、進捗の見込み等

－15－

関係する地方公共団体等の意見

・地域から頂いた主な意見等：上越市をはじめとし３市２町（十日町市、南魚沼市、湯沢町、津南町）
で構成される、上越魚沼地域振興快速道路建設促進期成同盟会から整備促進
の要望を受けている。

・ 知 事 の 意 見 ：県民の命と暮らしを守り、豊かな新潟県を創るため、国道253号八箇峠道路
の事業継続を望みます。
本事業は、事前通行規制区間を回避し、緊急輸送道路としての信頼性の高

い道路ネットワークを形成するものです。さらに、雇用の拡大などの地域振
興の支援、魚沼基幹病院へのアクセス向上、上越地域と魚沼地域を結ぶ連携
の効果があることから、本県にとって重要な事業と認識しております。
また、本事業区間には供用中の関越自動車道との横断部があり、施工に高

度な技術を必要とするため、引き続き権限代行による事業実施により一日も
早い完成をお願いします。



８．対応方針（原案）

－16－

（理由）

・当該事業は、現時点においても、その必要性、重要性は変わっておらず、事業進捗の見込みなどか
らも、引き続き事業を継続することが妥当であると考える。

事業継続
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